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前近代中国の職員録
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現代の円木では、「00省職員録」ないし「00人下敷職員名鑑」という出

版物が定期的に出版されている。それは、主として国や地力自治体の公務員、

学校教職員なとの口職ないし肩書や氏名なとを記載した、人事に関する情報を

知るための重要な資料である。

ところで、前近代の中国、とりわけ明（1368～1644）清（1644～1911）時代

には、街門と呼ばれる′l叩一の官僚名簿がすでに定規的に川持されていた。それ

は「摺紳全書」などと呼ばれる書物である1）。ここでの「招紳」とは、官位を

ホす易日を官服の帯にさしはさんでいる紳士、つまり官僚のことである。「籍

紳」とも書く。

前近代中国の「摘紳令書」は現代日本の職員録と違って、‘R庁ことに編纂さ

れたのではなく、全国、つまり中央官庁と地方官庁に勤めるすへての官僚の人

事情報を集めて編纂されるものである。それを可能にする原因については、色々

考えられるが、採用人事の面からすれば、前近代小国の′R’憤人事は、役所こと

に採用人事をする現代日本や中国の公務員制度と迫って、すへての採用人事を

中央の吏師こよって行っていたい。この結果、人事情報を一箇所に集中するこ

とによって、それをまとめて出版することができるようになった。もう一つの

原因は、おそらく官僚の数は現代中国と日本に比へ少なかったというところに

ある。記録によれば、明代では、中央′抑1に勤める京厄’（中央官僚）は1944名

で、地方の各官庁に勤める外官（地方官僚）は2270粥1であった。また、枯代

後期では、京官は2622名で、外宮は13007名であったl′。この数は、おそらく

現代中国ないし日本の国家や地力公務員の総人数の何分の　にしか過きないた
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ろう㌔

前近代中国「職員録」は、その出版者により様々な書名が付けられている。

たとえば、「大酒摺紳全書」、「措紳便覧」、「爵秩全函」、「爵秩全覧」、「爵秩新

本」、「官爵全書」、「宿紳全書」、「大酒仕籍全書」、「大活最新百官録」、「憲政最

新職官仝録」なとである。そのなかで、「大活措紳全書」は比較的ポピュラー

なものであるため、以卜では、史料の引用などを除き、前近代中国の職員録を

「相紳全書」と呼ぶことにする6）。

内容から見れば、前近代小国の官僚名簿は現代日本の職員録よりはるかに興

味深いものである。役所や部局課の所在地、電話番号、メールアトレス、およ

ひ肩書や氏名くらいしか記載しない現代日本の職員録に対して、前近代中国の
‘白僚名簿にはたくさんの情報が盛り込まれている。

明代後期の万暦29年（1601）、明の首都・北京に到着したイェスス全盲教師・

マテオ＝リ　ソチは、実際にその官僚名簿を臼にした。彼は、「そこには土凶の

最も重要な官吏の役職、現在の役職についている者の氏名、H1身地、学位だけ

が記されている」、と述べている71。リ　ソチのこの説明は、筑披大学図書館所

蔵の明代力暦l五年（1587）に刊行された『新刊大字全号把紳便覧』とほぼ同

じ時期に刊行された『新刊全号嘗林備覧』で裏付けることができる。但し、こ

の二つの職員録には、リッチが説明した役職、′白億の氏名、出身地、学位のほ

か、その氏名の一部として字も記されている。

宿代になると、前近代中国の職員録に収録される内容は、より充実したもの

になった。　一般論として、招紳全書なとでは、序文や凡例に続いて、官僚制度

についての基本惜和、つまり「官階品級」（官位の等級）・「頂服」（官位の等級

を′バす帽子と制服）・「俸禄」・「職官給日」（全国で配置される文官ポストのリ

ストとその定員数）・「相見儀注」（官僚同士が商会するときの礼儀）・「赴任憑

限及路程」（赴任に関する規定）・「新選官員倍支益廉」（新任官僚赴任旅費とし

て支出される一時金に関する規定）なとを載せ、酒末のものには、「山山指南」

（採用人事に関する注意事項）や新たに実施される人事関係の法例も掲載され

る。そしてその正文では、京官を官庁別に、またすへての地方官を各省ことに

記載している。たとえは、光緒†二年の『大活招紳全書』のなかで、蘇州府呉
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県について、以卜のように記されている日。

m調、■2、平rT、呉県、′3最要、衝繁疲灘、賦重訟繁、差務頻伽、附郡。

府治西南偏。し4ノ額徴解口腰三万二千八市七十／■＼両、漕′二米一万七千八

日十九右、雑税銀円丁八白六l両、殺二ガム。■旨■巷廉銀一千八百両。

■¢同知街知県、L7夏宗舞、子允。漸rL会稽人。㈲蔭生。・甘1二叶二月乱

①　の「調」は法例によって決められた呉県知l県の任命力式で、つまり同じ

階級のものより選んで任命することである。

②　は呉県の雅称である「幸江」と正式な名称を記す。

③　は業務の難易さと県庁の所存を示す。これによって、呉県知県は最も重

要な知県ポストの一つであることがわかる。「衝繁疲難」とは、宿代の

地方行政業務の難易さを示す基準であり、「衝」とは交通の要所、「繁」

とは業務か繁雑、「疲」とは税金労務の負相が多くて、人民が疲弊して

いる、「難」とは、訴訟が多くて、治安維持もかなり難い、といった地

力の実情を小すものである。

④　は税額を記す。

⑤　の「養廉銀」は、地方官僚に対し支給する職務手当てであり、地方業務

の難易さに応じて金額が巽なるか、一傾倒にIE式の俸禄より多い。たと

えば、知県がもらえる俸禄はわずか円仁山両であるのに刺し、呉県知県

の義廉銀は一千八百両にのはる。

⑥　は現職知県の肩吾である。ここでの「同知衝」とは、現職の知県が、本

来の階級であるlLL占占のほかに、名誉の肩．ftとしてlト五古乙のl司知の称号

を角していることを示すものである。この名誉の肩掛ま、本来は褒賞の

ようなものであるが、所定の金相を払えば、構入することも叶能である。

⑦　は、現職知県の氏名、字、本籍を示す。

⑧　の「蔭生」は、現職知県の甘身である。「蔭／1」とは、「蔭了制度」で登

用される人材を指すものである。宿代には、高級官僚や殉職した官僚の

功粕を讃えるために、その官僚らの男性子息に「蔭生」の身分を与え、

国立学校である国子監へ入学する道を開く制度、つまり「蔭子制度」が

あり、実際に、「蔭生」の身分があれば、官僚に登用されることもでき
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る。

⑨　は現職知県の任命時期と任命方式を示す。これによれば、呉県知県の夏

宗衆は、光締十三年三月に「訝」、つまり他県の知県から異動させられ

たことが分かる。

このように、その官僚の氏名はもちろんのこと、本持・lL途（進士や挙人）

出身者朝であればその登第（合格）年次・任命方式10〉なと、さらに各地方の窮

域・脱税・人口・風俗・土産、および「養廉銀」と呼ばれる地方官僚の職務手

当ての金額なとも記載してある。ひとことで言えは、前近代中国の職員録は、

も簿以卜の情報を載せており、一種の官僚手引きのようなものである。これを

利用して、現職官僚の肩書や氏名を調べられる一方、その官僚の任命方式や業

務の難易度なとの情報も得られる。そのため、前近代中国の職員録は前近代中

国の′官僚制度を研究するうえで重要な資料なのである。

現代日本の職員録は、ほとんと省庁の人事担当部局や「00協会」と呼ばれ

る省庁のOBらがつくった組織によって編纂出版される。明宿時代中国の「描

紳全書」を編纂出版したのは、民間の出版業者であった11）。さらに、これらの

召物の印刷および刊行は、すへて民間出版業者の手によって行われる。いわゆ

る「坊刻」である。たとえば、lH司国家図書館所蔵の万暦十二年（1584）の

『新廿貢借入字全引指紳便覧』を刊行したのは、「北京鉄匠繍I桐I柴師」である。

括代では、これらの古物を出版するのは、主として北東琉璃廠の出版業者で

ある。今日、琉璃厭は北京随一の骨董街であるが、清代には、ここに店を構え

ていた民間出版業者が多かった。巾国国家園雷館と上海図‾書館に所蔵されてい

る相紳全書申、確認できた出版業者の商号は、おおよそ以下の通りである。

柴錦′芋　　同好堂　　観光閻　　五本堂　　栄麿堂　　宝名堂

栄陵墓　　栄晋斎　　栄禄堂　　斌陛堂　　宝菩堂　　栄華堂

水既賃　　文筆堂　　雅錦堂　　松竹斎　　栄宝斎　　福潤堂

椀蔭山房

また、かって琉層廠で通学点茸店を経営していた孫殿起氏の説明によれば、

活未に、琉璃厳で招紳全帯なとを発売していた商号には以下の十八があったと

いう▲㌔
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福潤堂　栄録生　栄錦骨　崇素質　栄慶堂　崇錦掌

栄貴質　崇名草　：ご瀾重　宝名望　栄城常　呂名望

栄華章　　又英蔓　　木芭斎 l司文笠　　栄宝点　　斌降掌

ヒ記一っのリストを比へてみれば、

出版と販売を兼営する商号もあれば、

出版か販売だけを経営する商号もある

ことが分かる。なお、現存する宿代の

栢紳全書なとははとんと赤い表紙であ

り、その表紙のうえに、黄色の「書菰」

が貼り付けられ、その「書級」のうえ

に雷名が印字されている（写真1を参

照）。

マテオ＝リッチの説明によれは、明

代の力暦年間では、この楢紳全書なと

が「毎月中頃に新しく印刷され、チー

写真1　　　　　　ナ全十に配布されている」という1㌔

残念ながら、現存する数少ない明代の職員録だけでは、リソチのこの説明はま

だ確認できない。清国を訪れた朝鮮使節の幸ほによれは、少なくとも康輿二十

五年（1686）頃、『桁紳便覧』がすでに年に四回、つまり春夏秋冬という季節

ことに発行されていたことが分かる1㌔このように頻繁に改訂して出版される

原因について、マテオこリノチは、次のように説明している1㌔

北亡君が出て、昇格ないし降格が行われるため、あるいは親の死亡やそ

の他の理由から、たえず訂正が加えられる。しかも王都では役職につこ

うと空席を待つ人びとの絶えることがない。そのために、たびたび改版

せさる与えないのである。

つまり、首僚人事の発動なとに対応して、より的確な人事資料を利用者に速

やかに提供しようとする目的によるものと考えられる。

晴夫、海運や鉄道の閑適により、物流扶況が改善され、北京のみならず、地

方重要都市でも摘紳全書力封占卿こ並べられるようになった。同治十二年
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（1873）十月初七日に発売された上海の新聞『申報』に、「冬季招押出皆」の広

告が掲載されている。

啓者、京都新到冬季宿紳全録出啓、毎部価洋一元。今於申報館山告。欲

買者請至機関可也。斌陛堂誠。

とあり。旧暦の十月は冬季の始まりに

あたり、冬季の稽紳全書がこの卜月よ

り発売されるのである。ヒ記の止、害で

は、北京の斌陛堂から発行されたばか

りの「冬季摺紳全線」はL海に運ばれ、

定価は一元であり、現在、『中軸』の

発行所で販売しているという瓜。なお、

清末、招紳全書は乱丁、落丁なとがあっ

た場合、発売してから二日以内なら、

無料で交換してもらえた。そのため、

本の裏表紙に販売した日付が記録され

ている（写真2を参照）。

写真2　　　　　　　　　現代に住む我々にとって、役人の肩

古や氏名以外の人事にかかわる情報を入手するのはなかなか難い、ことに違い

ないだろう。前近代中国においても同じであった。すへての官僚の人事情報を

入手するのは決して容易なことではなかった。槽紳全書の出版でもっとも有名

な米録堂（栄禄質）吉雄の経営者は、金銭を使って文官人事担当の吏部や武官

人事担当の兵郡の宵史（下級役人）から人事卜占報を買い、それに其ついて職員

録を出版していた。・郡のrT煙は、官僚の人事を含む様々な情報を入丁一するた

めに、大臣クラスの官僚とのコネを作った。たとえば、山西商人の李柄勲が創

立し、相紳全書も出版版売する実名萱吉雄は、一時琉璃廠の「第　七大書砕」

といわれ、経営者の李柄勲と親しく往来している高級官僚のなかには現職の大

臣である賀寿慈がいたという17㌧　また、活末の光緒1一年（1886）に出版され

た北京の観光カイトフソクである『朝市叢滅』によれば、摺紳全書を販売する

栄陸草書津の看板は、内閣侍読学士・太常寺少卿・人理寺少卿・通政使司副使
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なとを歴任したモ維珍に書いてもらったものであった川）。

では、なぜこれはとの商弓が指紳全書の出版販売を経営するのか。その原因

は、おそらく市場の需要にあるだろう。当時、官僚や官僚の選抜試験である科

挙を受けるために北京に来る知識人たちは、ほとんとと言っていいはとそれを

購入する0それを購入する目的は、自分で使用することや他人に噌ることが挙

げられる。

人間の社会的存在としての側面は、他人とのコミュニケーションがなければ

成り立ちえない。同窓・仙郷・親戚・姻戚なとの様々な結びつきのなかで存在

するのである。前近代中国の官僚のlけ界は、これらの結ひつきをさらに重視し、

ある意味で　一種のコネの世界であった。当時、山版された招紳全書なとを利用

して、そのコネを探すことができた。これは現職官僚にとっても、圧命の辞令

をまつ候選候補官僚にとっても、さらにこれから試誓鋸こ臨んで官僚をなろうと

する者にとっても大いに意義がある。つまり、相紳全書なとの職員録は官僚の

必需品といっても過言ではない。当時、北京から地力の′朗一に赴任する官僚に

とって、任地の上司に責任の挨拶をする際プレセントを摺るのは一梓の「常識」

であった。それに備えて、「人小郡総帥」を用意するように、と官歳書と呼ば

れる官僚のハント7ノクは薦めている】Lj－。

京都人草名誉教授だった宮崎・岨三氏は、かつてアメリカのハーハート大学に

付属するハーハート燕京図書館に所蔵されている清末の『爵秩全面』を紹介し

たことがある。刊行年代からすれば別にそれはと珍い、ものではないが、その

本のはとんとの日には、もとの持1が、人名の桟に自分との縁故、たとえば自

分の血縁とか、揖力妻万の姻戚とか、口己の交友関係・師弟関係なとを悉く書

きこんでいる。醤崎巾定氏の説明によれは、この書物の価値は「旧中国の官僚

がとの程度まで、裏面で私的l尖1係によって結合されていたかを知り得る一つの

例証を提供する」というところにある紺。京都入学所蔵の光緒二十二年

（1896）夏季と・1六年（1900）秋季の『厨秩全別では、かつての所有者は、

朱筆を用いて、浦川、l人やモンコル人地方官の本籍と氏名のところに赤い点をっ

けている。このように、指紳全書を・冊入手すれば、個人のネットワークを構

築するのに役に立っことが分かる。なお、前近代中匡】において、r二司の機嫌を
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とるということは官僚個人にとって、なにより一番も重要なことでもあった。

たとえば、宰いもの人好きな四川籍や湖南籍のと司に唐辛子なとを差し上げれ

ば、その卜司は喜んでくれるのに速いないし、覚えめでたく、いずれ［卜分を抜

擢してくれるかもしれない。また、科挙の試験に合格した進Ⅰ二や挙人出身の官

僚が、監生や吏員、あるいは栢納（金銭で官職を買った）出身の上司のまえで

学問のことを話すことはタ7－であるだろう。このように、＿L司の本籍や出身

なとの情報を調へるために、招紳全書は欠かせないものであった。

清末の官僚日記のなかにも、指紳全斉を読んだ記録がある。たとえは、近代

lH司の有名な外交官だった曽紀沢は、死去した父親の曽国藩のために喪に服し

ていた同治十一咋（1872）十月十四日の日記のなかで「夜飯後石棺紳良久」と

し、清国公債としてフランスのパリに駐在していた光緒七年（1881）九月十Jl

Rにも、「夜飯後翻間秋季栢紳」として、いずれも夕食後に牌紳全書を読んだ

ことを記録している。その詳細については、日記のなかには言己されていないが、

一定の目的でもなければ、「良久」、つまり長い時間をかけて官僚の名簿である

捕紳全書を読む必要はなかっただろう21）。

【川司人にとっては言うまでもないが、外国人にとっても、招紳全書なとは中

国との外交交渉において大変重要な資料であった。清朝康樵初年、北上」ミを訪れ

る朝鮮の使臣は、入手した「晴国栢紳便覧」を通じ、『明史』の編纂がすでに

始まったことを知り、仁視について明朝時代の記録を正すことを清朝側と交渉

するよう、国王に上奏した。康麒ニー1五年（1686）に北京を訪れた朝鮮使節団

の芹状官を務めた呉道　一は、朝鮮国王に提出した報告書のなかで、入手した

「清国招紳便覧」を利用して酒の′副僚制度を説明した。宛正一年（1724）、朝鮮

使節［司の通訳官を務める朴照芭芸が、「爵秩全覧」を北京で二冊眺人し、帰国後、

重要な資料として朝鮮国王に提出したという㍑′。おそらくこれらのものを利用

すれば、外交交渉の相手に関する情報を得ることかできたからに違いない。

ところで、思いもかけないところに使われることもあった。明朝末年の崇鳩

十ヒ年（1644）、李日成が率いた農民軍は北京を攻略し、二月十九日、明朝の

ラスト・エンペラーである架山検（崇植帝）が紫禁城の北にある煤山（今は景

山）に登って首を吊って白殺した。その後、明王朝を倒した農民軍が紫禁城に
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入り、戦後処理をしなから、自らの政権の樹立に向けて旧政権の官僚を呼ひ出

すことにした。崇植帝が亡くなった五11後の　＿月　卜六日、ある官僚が農民軍

の呼び出しを受け、紫禁城に入り、次のような光景を口撃した封－。

至会権門、偽机件金屋深衣盤坐綜毯」▲、「甘東向。右侍郎宋企郊盤坐金屋

側、北帖金堤拠梧紳録‥邦、珠等点唱、先令甲科打基、錬涌郷貫、諭

高声以応。戎託疾、則令妹候。各選、即圏於録「、赴邪推私選注撃、

且割ロⅠ皆、介什数人。乙卯（一日＿日）、叉選宵宮。昧爽、11】′l門人禽

極門、′l金屋、宣企邦如如　唱呂。ナ害者、令候脅極門、王寺則Fli東華門、

或令山西雫門、不解其軋。蓋東皆回′肖、西皆斬於門外、J、しい六人、多

劫威。内辰Lh＼日）、各ノ洋拷職官退朋、l郁1加地格、尤惨。

つまり、農民軍の宰相とけ命された乍金屋は、その招紳全書を利用して、旧

政権の大臣や一般官僚を呼び出して、そのなかから登用する者を決めたほか、

六十ヒ名にのはる処刑対象、と「漁訂一」を隠したとされる‘R僚を探し出した。

その「蠣品」を隠したとされる者に惨い刑罰を加えて、日日させたという2tJ。

摺紳全蕾の編纂者にしてみれば、′白憶を処刑することや刑罰を加えるためにこ

の名簿が使われるとは夢にも思わなかっただろう。

最後に、捕紳令書なとと呼ばれる前近代申匝】の職員録が現代の研究者に、と

のような情報を提供してくれるのかについて私見を述べさせていただきたい。

これまで、「1本の東洋史学界は、招紳全書なとを利用し、前近代中国の官僚

制歴史研究において人きな成果を挙げてきた。たとえは、宿代官僚制度の研究

にあたり、招紳全‾苦の史州Hl値をはじめて発見したのは近藤秀樹氏である。彼

は、宿代中期以後の摘紳仝吾を利用し、地方官僚の出身（任官資格）、つまり

「正途」か「雑途」か明らかにしたうえで、摘納出身者をはじめとする「雄途」

官僚が太、1′天1コ凋】以後に爆発的に増加したことを説明して、伝統巾国官僚社会

の終末を論証した㌔

さらに一例をあげよう。清代、中央政府は財政支出の増人なとによる朗政難

を補う方法として、什已資格・‘R職や栄L【蟻とを所定の法例に従い民間人に販

売する措置を実施していた〔〉この政策を「摘納lという。戚豊フL年（1851年）、

太平天国の乱が勃発したのを受けて、南方請省からの税金を期待できない清の
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政府は、その農民反乱を鎮圧するための軍事費用を調達するために、掴納を更

に広範囲に実施した。その結果、官職を購入して官僚の任官資格を入手した者

が多くなった。当時、これらの者を「候逮官」と呼ぶ。

現代の日本を含む世界各国の公務員制度と違って、酒代では仕官資格者を、

政府の茸任でもって全員採用することを原則論としていた。この結果、本来の

科挙で合格した者とあわせて、官僚の任官即格を有する者は実際のポスト数を

はるかに日日lることになったので、中央と地方官庁の人事を司る吏郡での詮選、

つまり採用人事ではその候選官たちをすへて登用することができなくなった。

採用難問題に直面している候選官たちの一部は、なるへく早く正式なポスト、

あるいは臨時的な仕事を得るために、「分発」を掴納する制度を利用し、次か

ら次へと地方‘白庁に赴いた。本来、「分党」というものは、実務研修として、

登用を持つ者を地方に送り地方官庁で見習い、そのなかから業績をあげた者を

現地で登用するという制度で、宿代の宛正年間（1723～1735）より始まったも

のである。この「分発」に対する桐約は、候選官のなかで地方官庁での登用を

自ら志望する者を対象に、朽代の後期に作られた制度である。つまり、現地採

用を′ム望する者は、所定の金額で分発の資格を購入すれば、「分発」の制度を

利用して、志望する省に赴くことができる。

このような「分発」は、宿代中期までは数年に一度才」われる程度であったが、

指納「分発」の結果、清末には毎月のように行われることになった。その「分

発」によって各地へ送られた官僚の有資格者の人数は、清末の「摺紳全書」に

記録されている。たとえば．
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前近代中国の職員録（伍躍）

蓑1

光緒三十三年（1907）全国在外候補者外補確率 劔����t(��t2�

官　職 刧@全国定員数 ②外捕定目数∃③候補官人数 刧C外輪確率 

道員 剞�1 ��h�����������706 ���3�"�

知肘 �198 �#��＿＿＿＿＿ヱ些＿＿＿ 495 ���C�B�

同知 �155 ��3����ﾈﾌ9GR�

直訓卜 �&ﾘ�"�73 鉄r�262 ��#"�

知州 ��143 田"�228 ���C#r�

適、 ��105 �3R�685 ���C�R�

匡御、 俶�&ﾒ�34 途�40 ���C���

知児 �1339 �3�2�4940 ���C���

布政司庫人位 �20 ���35 ���

l � 

平均外補確率　ノ 剩b����C�2�‾‾‾‾‾‾十‾‾‾‾ 劍6r���

出典：『人清直省間責録』（光緒‾二卜二年、1907年）『大括会 劔�5H�穐ｩJｨ�"�

冬ノ】　86名

光緒I L咋（1891）L月　93名

八月　112名

無論、この統計は不完全ならのであるが26′、筆者は、さらに楕末の光緒三十

三年（1907）に刊行された『人情直省同志録』なとを利用して、清未の官僚有

閂格者が実際のポストの数、および「外箱」、つまり地方で登用できるポスト

の数よりはるかに卜【nlる実態を明らかにした27、（表1を参照）。これによれば、

これらの候補官が従来のポストに登用される外補確率（外補定員数一候補官人

数）は、同知の028を品糾こ、極めて低いもので、ほとんとセロに近いことが

分かる。道員の場合、全国の外捕定員数はわずか16ポストに対し、各省で現地

登用を待っている候補道員は706人であった。つまり、16ポストの求人に対し、

その職を求める「資格浪人」のような候補遺員は、706人もおり、このことか

らすれば現地で登用される外柿確率は最人でも0．02％であることが分かる。し

かし、現実の状況は、その表でホされるデータよりもさらに厳しいものであっ
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た。というのは、表でホした「②外補定員数」とは、規定上のものである。そ

れらのポストはいっ空きができてくるかは分からないから、実際には、二十年

以上を持たされて、死ぬまでも登用されることのない候補官もいた。このよう

に、官僚有資格者の就職難は、中央のみならず、地方にも広がっていた。なお、

宿代の制度によれは、実際に登用されていない官僚の有資格者には俸禄を支給

しないため、「分発」され、各地で登用を待っている者のなかには、自分の娘

に乞食をさせたり、二日間食事をしなかったりした者もいたという銅。

最後になるが、摺紳全書と呼ばれる前近代中国の職員録には様々な情報が含

まれているので、よりいっそう所用されることを期待している。しかし、いま

のところ、摺紳仝；封こついての専門的な研究はまだ少ない。伝統巾国において

は、このような書物の公開出版はいっからとのような判断によってはじまった

のか、出版者はいったいとのようなルートや手段を利用して、人事を司る中央

官庁から人事情報を入手したのか、使用者側がこのような出版物を貝体的にと

のように使用していたのかといった問題は、まだ明らかにされていない。伝統

中国の官僚制度を研究するにあたり、官僚の人事を動態的、連続的に記録する

摺紳全否の史料価値をよりいっそう認識し、以上の問題を明らかにすることが

欠かせない。なお、日本国内を含めて、栢紳全書の所蔵状況についても、さら

なる調査収集が必要である。

付録の日録は、中国の上海図書館とアメリカのハーバート大学付属ハーハー

ト燕京蚊l書館が作成した目録に基ついて作成した初歩的なものであり、「ヒ」

とは上海凶雷館、「燕」とはハーハート大学付属ハーハート燕京図苔館を小す

ものである29ノ。

；主

日　日本の所戯状況について、中Jrい†r「『紹紳全．Ii・中枢偶監』所在H録」（『東汀文

駈吾報』第9号、東京、東洋文様、1977て13月、第129～140日）を参暇。

2）長さは一尺はと（約30センチ）の長方形の板11であり、官位に応じて異なる材質

（象り・下・木なと）で造られ、備忘のために君命なとを占己録することに用いる。

3）武′R人頚は東都。

4）『明仝貿』、巻凹一、職‘ロ　イI。『大泊指紳全書』（光緒六年春季）。

5）陳仕様・春桃『中国農民調布』（」い六、人民文学H版社、2004年）によれば、現代
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中国のl党政機関幹部ハ　つまり同家や地方政府の以政から給与を支払われる公務

員の数は次のとおりである。

1979年　279ノノ人

1989叶　543ノブ人

1997年　800万人（第172亡l）

6）なお、文職口煩の職員録である「指紳全E」に対し、武′首財職日録は「申枢楯覧」

である。それについては、本稿では省略する。

7）マテオ＝リ　ソチ『中国キリスト教布教史1』（乗吊、㍗波．1F店、1982年）、第56月二。

8）『大橋拍紳全．tF』、光締十　二年」亥、光緒I il一京都粟録萱刊本。

9）前近代Ill国′R僚の出身は、「汗途」と「雄途」に　＿分される。正途は、科挙試験の

合格者である進上をはじめ、華人なとの汚格をもつ書であり、維速は、進1や挙人

といった一、㌢ノ」を示㌻資格を持た机、省、たとえば軍功出身者なとである。宿代では、

捕納出身者もこの「維途」に1．リミする。

10）前近代中岡官暁の任命方式は、1L伯に上る直接什命のr特簡」、Ill央史郎での採用

人叫によって作命される「越」、地方の最高長‘Rである総督が現職の官僚をもって
ノ空きポストを埋める「補」および「凋」なとがある。拙稿「椚代の－fj納制度と候補

柑丁度について－椙納出身者の登用問題を中心に　」、岩JF茂樹編『利q近世it

全の秩序形成』（京都、京都入学人文科′羊研究所、2004咋）第361～412す）を参軋

11）『清稗規紗』では、そのぷ物の著作俺について、乾隆作問、史郎の某胃更は、権臣

の和沖に「‾数丁金」を賄賂し、その晋作権を独占したという（『満杯規紗』第三冊、

北京、中華苦。ユ、19841一、1264良）。しかし、現在では、『宿稗類紗』のこの説明を

裏付ける腎料がない。

12）孫殿起『琉璃機中JL、』（北京、北hl．瓢1日娠汁、2001年）、第186白。栄録草刊本に

ある「栄録菅起首摺紳老舗請己」によれは、「4、勘甘名栗禄lとされていて、さらに

露錘の住所は「只都琉璃廠東北園射通」であることが分かる。－Jまり、集録堂の商

引は、そもそも　日新新封であ←）た。これに対し、清木に「栗禄菅」という書蹄も

あった。爪跳大学に所蔵する『大漬最新描紳錐（把紺　1日年戊中夏季）』は、美

禄量の刊本である。この本によれは、某局堂の住所は「武郎琉璃廠鬼頭路両」であ

る。したがって、この柴禄草は＿L云己の柴録茂と異なる吉絆である可能性が否定でき

ない。なお、111島立子氏の前掲論文を参日日されたい。

13）マテオニリ　ノチ『中国キリスト教川」教史1』、第5fifl。

14）『†口文揖考』（ノウル、翰進印刷公刊、19781ド）、第＿川、第1603日。

15）マテオーリ　ノチ『lい国キリスト教布教史1』、第56rl。

16）『中報』、lH」治†一作llj初LR、第6良。
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17）頗殿起『琉璃廠小志』、第130頁。

18）李虹若『朝市叢載』（北京、北京古籍出版社、1995年）、第91、106瓦。

19）延呂『事宜娼知』（『官茂吉集成』第九冊、合肥、貴山‾昔杜、1997年）、第9m

20）宮崎市定「．lfき入れ本」（『田崎巾定全集』第二l二巻、東京、岩波書店、1993年、

第326～328貢）を参照。

21）曾紀沢『曹紀沢u記』（長抄、岳麓誉社、1998年）、第241、1115百二。

22）『跡六改修実録』（ノウル、国史編纂委員会、1986年、第38冊）、巻∴六、日叫年＿二

月辛亥、第137罰二。『同文彙考』、第二冊、第1603、1644、1666頁。

23）談遷『金陸対滝壷払査憤寺J『人海記』（北京、」ヒ京古籍出版社、2001年、北京占籍

叢．与）、第39～40白より。

24）会棒門は、紫禁城内の東南に偉mする建物であり、甘常行政の中心である内剛こ近

く、しかも内閣から外延、つまり国政の中心である大和殿へはこの門を適らねばな

らない。『（光緒）順天府志』（」ヒ京、北京｛紆出版社、1987年）、巻一、第58負を参

昭。

25）近藤秀樹「爪代の相納と官僚社会の終末」（上）～（下）、『史林』（京都、史学研究

会）第46巻第2弓、1963年1月、第82～110白，第3号、1963年3月、第77～100日，

第4F；、1963年3月、第60～86頁。海外の学界では、脹仲礼が中岡紳上について優

れた研究を行うにあたり、指紳全書も利用したことはすでに知られている。（『中国

紳士』、上海、ト海社会科学院出版社、2002年，『LP国紳士的収入』、L海、卜恕封

会科学院出版社、2001年を参照）。

26）『大柄摺紳全か』（光緒－「二年丁亥秋季、光緒十三年京都栄録′芋刊本）、『大酒招紳

全ガ』（光締巨行年己丑秋季、光緒l五年京都栄録堂刊本）、『大活躍紳全書』（光緒

十ヒ年半卯春季、光緒十ヒ年京都栄録堂刊本）、『爵秩全函』（光紹十し年辛卯冬季、

光緒十七年京都栄録掌刊本）、『大酒爵秩全覧』（北柏－Fヒ年辛卯秋季、尤緒l L咋

京都柴録堂刊本）。

27）拙稿「椚代の摘納制度と候補制度について－桐納出身者の登用問題を中心に－」

を参照。

28）j一葉克『柳弧』（北尻、中華告局、2002年）、第204白。

29）この吾臼は、各阿吾館のH録をもとに作成して、学界の参考に供するものである。

今後さらなる調査を通じ、より精確な吾Hを作城したい。なお、「刊行年代」の項

での「京都」というのは、宿代北京のことを指す。
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前近代中国の職員録（伍躍）
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前近代中国の職員録（伍躍） 
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l拍近代中国の職員録（仇躍） 
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前近代巾国の職員録（伍躍） 
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前近代中国の職員録（伍躍）

夏 空 空 転 虚 空 盟 甘 化 ＋く 墓 �� �ﾂ���ﾈ檻�ｬ2�罠 蚕 坂 出 琶 筆 ♯コ ーK 霊 ��吾 璧 壬ヲ 伝 道ヨ 主堅 塁 七一 1誓 空 �� ��景 璧 暫 振 望≡ �� ��‡† 、錮 まE t弦 掃 l ��� ��l ����������¥���8ｬ2� �� ��垂 鐸 琶 謹 告 墓 

ヰ i升 認 墾 砺 」コ5 周一 トて ＋ �� �� ��十 百： 瑚 ニ 瀦 韓 ■長 掛 目 ＋ 儺��ﾗb�ﾝｲ�zy?������i���Xｼ｢��爾�?｢��ｲ�椅 宇 汽 1 ＋ 俾�����}�����ﾚB�.��.��?��ｬB��ﾈ6r�耳 吉 羽 認 墾 『百 歳 用一 日 ＋ 偖ﾂ�菱�b����fB����i%R�?��Vﾂ���空 耳一 三仁 �9��ｹ�?����8(5"�ﾚB�{ﾂ�ｭﾒ��爾�F"��ﾈ6r�・柊 再： 瑚 悪 球 串 廿 日 十 偖ﾂ���ヰ ≡二 類 ∴ 準 砺 1D； 掛 に －ト 卮��db�ｾ�����ｾｲ�壺�?�ｼ｢��8���������特 車二 出一 頃 仭2�(h爾�ｨB����ﾖH*ﾒ�壺��B�,h�b��ﾂ�1各 亭1 周一 に T 俯��U9?�爾����譜5"�fB�i������ｨ爾�����竺 ■］二 榊 ∴ 離 岸 嘔 士 竺 俾��ﾌｲ�鍈�6｢�ﾚB�蹌�����ｼ�｢�,���ｲ�、、 再： 佃 ∴ 疑 鱒 出－ 「‾ 俯������?��������ｾｲ�e��hB����偖ﾂ�U3��ﾆB��｢��2�T����・降 車 科 潜 整 帖 議一 斗 �ｨﾈ��巴�62�ﾉﾂ���壺�ﾍｲ�?��6ﾂ�十 宇 和 胎 狭 さ芸 暇 廿 ・く 「「 ��Xﾗ���2��ﾃ��ﾆR����ﾉｲ�ﾇb���

ll 禦 �� �� �� �� �� �� ��11 繋 仍｢�1 癒 ����ﾅ�� �� �� �� ��

粟 偖ﾂ� �� �� �� ��劔 �� �� �� ��

有 感／ Ⅷ ト 斌 1 鹿 十 和 4日 真 空 璧 1〈 ��2�+����ｸﾃ��6r��"������ﾄR�鮑���Fﾈ5"�H.��ﾆ"�ｿ2�.(����ｸ*ﾒ�酢 密／ 伍 ト 周一 1 日 蟹 十 出． くH ま、 咤 ����w｢����ﾊｲ�?��F"��h���ﾆﾂ�dﾂ���4ﾘ�b�*ﾘｬ2�?�ｬB���������X*ﾒ�蔽 ：璃 攣 ヰゴ 肘 翠 冲ﾂ�躋�+｢�ﾊｲ�?�6�����蘇 義 三ぎ 空 十 巴 一十 11 �����(�R����52��r�D｢�朴 曖／ 世 ヰゴ E E 1 ��ｹ�R�zb�ｧﾂ�+"��ｲ����粧 醇 椀 「」 上汁 ■両 十 l 做���2��2��X�b�,dﾂ�桙�宗 的 栂 「」 ピー 甲 1 恕 ≠∃ 揖 41 悲 鳴 ����������UR�ｧﾂ�+Xﾏｲ�����蔽 隷 桶 「」 廿 甲 俘"�+2����X�b�,ie2�ﾙ�����轟 意 十 「U 肘 ト二 十 兔��筋���8���X�b�?�����"��ｲ�蔽 瑚］ 汁－ 些 」．く 11 俘ﾂ�墺�fﾘ�R����+���i?����蔽 ■割 「＋ 坦く 肘 兔��躋��"����贅���H*ﾒ��������唔�ﾒ�C�����b�岩 諒 云≦ 日 中 廿 －リ 十 偖ﾂ�ﾉg��棹�ﾂ��"�ﾚ8�ﾂ���ﾂ��h6ﾒ��ｸ6r�十 高 閲 源 †車 十 」＿ 凩ｲ�>ﾂ�ｭb����,�����������ﾉ���r�*ﾙw���2����4ﾘ����h*ﾒ�

十 罵コ 朝 食 璧 ��������5"�*ﾔ��j��悪 さ と二 割 豊 ∵ ぎ 如 く川 悪 や； 十 ��(����ｨ5"�C��ﾄ��ｩb��h*ﾒ�き ざコ 朝 焉二 準 誓 1く 偖ﾂ�4ﾈ+"�*ﾙ���9���ｲ��X*ﾒ�ぎ 〔コ （H 悪 奨 こく �=ﾂ�e�8��*��u��ｪ2���9"��R�十 配 、辞 意 璧 た； 1く 偖ﾂ��ﾘ5"�*ﾔ��ｬ��V�����舒"�G｢�鍈�ｫ2�ﾛ��������*ﾒ�岩 仁］ く目 蓋 空 申 三 們B���5"�*��嫦����ｨ+"��*ﾒ�十 閑］ 4。 患 聖 堤 1く 卮���ﾘ���*ﾘ��m�����ﾊｸ�b��ﾈ*ﾒ�黒 革： 芸 空 エコ ‡く 偖ﾂ�[ﾂ�y��ﾆ"����8H����*ﾒ�岩 仁］ 41 責 空 中 々 

て⊂ 1く ��ﾈ*ﾒ�＋く 

票 上さ 早 日 渡 壬∃ �� �� � �� �� �� �� ��

十 草 姦 幸三 �� �� �� 劔� 巴� 偬��ﾂ������F �� ��97���d｢���?｢�6��¥B� �-ﾈ爾�����ｫB��� 



前近代中国の職員録（伍躍）

l L 剏� 璧 要P l迄 だ 剳� 重≡ 望 甘 ここ � �� �� 冲ｲ�k����B�("�hB��爾�蓼��� 僞��k｢�ﾅﾈｧb�eﾒ��������� �� �� �� 剳f ���� 

田 璧 盟 甘 歪＝ 剪ｲヨ 圭警 醒 召一 夏 冖�5(�B�ｿ2�yﾒ��(爾�ﾇﾂ� 

一甘 声 瑚 悪 僵ﾂ�ﾊ��ﾋ�����8�� �� �� �� �� �� �� �� ���� �� ��

耳 宇 土ヒ ＋ 卮��狽��b�十 亭 ∵ 覇 劍�"��?��稗�軣��y�/b��2�恍�,b�����碑 石 剥 十 群 阜芸 保 十 」三 十 仭2�鼈爾�ｬ"�]ｲ�?���h+"��h���一格 言＝ 監 炬 楳 綻 憧 掛 王 �ｨ��ﾜH�b���������%ﾒ����ｧﾂ��ｲ�十 亨 」卦 ��X鰓��2��"�幹���壺�ｩ����ﾂ�竺 F 標 駐三 郷 屋 十十 掛 十 儺��ﾜC��ｧﾒ�k����ﾟ��?�,(ｶr��｢�・柊 示’ サ 偖ﾂ�U2�ｺ��k��}B�壺�����h�R���十 百：一 朝 ∴ 群 革 愕 岩・ 十 �ｨｦ��ｧﾒ�壺�Ⅸ�d�爾���十 革 瑚 豊 秋 措 憬 掛 ＋ 俯��db��97���ｲ�整 ■舌 瑚 ∴ 考桔 巨岩 悍 」こご 1 ＋ 刪ﾖ 弄： 利 恵 媒 転 陛 上汁 1 十 ��X4ﾂ�b�ﾎ��f"�ﾞr�.r�[r���R���半 冨 瑚 蛮 準 梅 澤 十 1 ＋ 偖ﾂ�ｭ��ｭ��ﾉ"�5B�ﾂ�特 車： 単 三資 書架 転 憧 計 1 ＋ 簑 髄 団－ �9r�Tﾂ�?�ﾜｲ�薰�鼻 頓 建一 �-����+X,B�-ﾈ爾��h52��ｲ�

蓋聖 ‡ピ �� ��l �� �� ���ｽ��ﾄ��1l 蟹 栗 ������x2�11 霊 翼 ����u"�$b�>ﾂ�4��1 ���1 ���1 ��� �� ���1 ����＝ 蟹 ；2 

雫 偖ﾂ�米 �� �=ﾂ�学く ��h7��劔儼��遅く �9����尊く 估��‡ヒ �+(*ﾒ��=ﾂ�十 偖ﾂ�米 

朴 周 塞 け ほ 1 處��-ﾂ�n����b��爾����2�8��轟 せ／ 減 1十 三亡 羊 偖ﾂ�添 ��"�甫 仁く 砕く 士一 十 十 1 儼b�躋��ｨ*ﾒ�+��h*ﾒ��ｲ������轟 土 穏く 十 土： 十 度 当 冲ﾂ�躋�ﾚ｢��9e2�*ﾒ�����+2�諒 義 邸 増一 三 1l 冑2��ﾂ�}B�ｸｲ�u鞴����幹�+2�仰 せ／ 糾く 周一 J 羊 剪� ��蒸 せ／ t堅 田一 世一 十 11 蓮 害 ��2�+����ｪﾂ�F(爾�蓼7���ｲ�����諒 仲 コ」 剽ﾈ 闇 □ 竸��躋��ﾘ�b�fﾘ�b�?������?｢����h*ﾒ�蔽 曖／ E」 ＼］ サ l 11 恕 十 俘"�jx�R�ｮ"���xB�8f｢�fﾘ�b��8�������?｢���*ﾂ�蒜 枠 上「 促： 掛 目 十 11 恕 十 

裸 出－ 1 ��X*ﾒ�ﾚ�｢��������斗 ∴ 十 十 11 劔劔冤謡 恨 由一 サ 1 恕 ∵ 倡R�ｨR�柮�+���������鼓 し塔 訃 出－ ＋ 11 恕 ヨ 

周一 十 川 �(r�+X椶�68�ﾂ���ﾂ�劔��8+R����ﾈ6r������7册2����ｲ����

崇 偖ﾂ�十 偖ﾂ�塁 豫B�劔塁 ��b�11 籾 劔偖ﾂ� ��岩 

ヨ 盗ヨ く封 滋 屯 ��H�H�H5"�D��dﾂ�?��唏�����4日 ：監 聖 1ヒ 1く 的?｢�廝�ｿ2�ｨﾒ�����声コ く帥 恵 璧 ロコ 1く �4x5"�*ﾘｬ2����ｿ2�,h5"��*ﾒ�羊．コ 剥 蔑 芸 †く �*ﾙ�R���r�嘯�^b�+��蔗�車 ：露 望 三三 1く 滴.��m��ﾖ"����9�*ﾒ�∵ 班 く出 産 屯 �*ﾔ��崩 泥��十 佇h���*��������+ﾘ����(���罵］ 41 患 撃 芋Ⅱ ⊥〈 ��+��D��碑*ﾒ�椶�ｿ2��"�ピコ 初 ��X5"�*ﾙYR� �5"�ｪr�モご く訓 �*ﾘ���Vb�十 還 �+"�C�����R�ｬ｢�┫�ｬ"�仁コ 4H 患 軍 手エ 莱 

41 証 咤 劔 �� �� 

幸二 ＋く 冽(4r�9�*ﾒ�手筈 ヰく 劔�����ｸ*ﾒ�怯 ごく �� 亂ﾂ���壕 1く 儼b��X*ﾒ�

肘 11 …璧 半 ��1 鳴�1 ��� �� ��虻 十 111 ‾腔 十 �� �� �� �?����?｢���x2��� �� �h爾�?｢��ｲ�������ｮ"�
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